
あかいがわシーニックナイト／2024年2月10日

02  トピックス 区会長会議が開催されました ほか
04  健康支援センターだより 耳の日 ほか
06  むらの事件簿 地震が起きた際に取るべき行動は！ ほか
07  お知らせ伝言板 農業委員会だより・箱わなの貸出ついて ほか
14  赤井川村写真館・編集後記

村の木：シラカバ 村の花：ムラサキヤシオ
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　１月27日に冬の登山及びバックカントリースキーに伴う遭難事案
は、スキー場等での発生件数が多いことから、キロロスキー場で
も関係機関合同での啓発活動が行われました。当日は、後志総合
振興局、北海道警察、北後志消防組合赤井川支署、赤井川村役
場が参加し、多言語で記載されたチラシを配布し、遭難防止を呼
びかけました。

冬山登山及びバックカントリースキーに
伴う遭難防止啓発運動
2024.1.27　キロロスノーワールド

　令和６年第１回目の区会長会議が１月18日（木）に役場会議室で
開催されました。
　今回の会議では、ごみステーションの管理について等、意見が
寄せられました。区会長会議に提出された議題は次のとおりです。

区会長会議が開催されました
2024.1.18　赤井川村役場

【総務課】
(1) 役場の事務執行体制について
(2) 北海道新幹線工事の進捗状況について
(3)  むらバスの運行状況と地域公共交通優良団体表彰の
受賞について

(4)  令和４年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金を活用した各種事業の結果公表について

(5)  山村活性化支援センターの新たな施設機能について
(6)  赤井川村におけるゼロカーボン（脱炭素）の取り組み
について

【住民課】
(1) 区会街路灯設置事業補助について
(2) 赤井川村マイナンバーカードの現状について
【保健福祉課】
(1) 地域別健康づくり学習事業について
(2) 運動教室について
(3) 令和５年度住民健診の結果について
(4)  赤井川村在宅高齢者除雪支援助成金事業について
(5) ゴミステーションの管理について

(6) コロナワクチン接種について
(7) 日本赤十字社社資について
(8) 赤井川カルデラ温泉バス運行の終了について
(9) 能登半島地震における義援金の受付について
【産業課】
(1) 冬期間のアライグマ駆除のご協力について
(2) エゾシカの駆除情報について
(3) キロロリゾート村民特別優待について
(4)  カルデラ温泉の新規「泉源」（３号井）の利用について
【建設課】　
(1) 除雪事業推進のための住民協力のお願いについて
(2) 花いっぱい運動の協力について
(3) 水道事故発生に対する対応について
(4) 水道・下水道公営企業化へ向けた取組について
【教育委員会】
(1)  社会教育事業への参加と協力をよろしくお願いします
(2) 学校教育の様子について
(3) 小学校の適正配置、統廃合について
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Topics

　令和６年１月25日（木）から26日（金）に、地域の住民要望等を
踏まえ、小樽開発建設部、北海道建設部、小樽建設管理部、鉄
道運輸機構に対し、国道393号及び余市赤井川線に関する道路整
備、赤井川の河川整備、新幹線の見える展望台の要望活動を実施
しました。
　要望は村長と議会議員全員で関係機関と意見交換をし、要望主
旨を伝えました。

村及び議会による要望活動
2024.1.25～26　札幌市、小樽市

【北海道建設部・小樽建設管理部関係】
① 道道余市赤井川線中心市街地区間における冬期交通の安全確保を図るための拡幅による堆雪スペースの確保
（除排雪の強化及び冬期現地調査の促進）
② 道道余市赤井川線の交通安全対策の推進（草刈り及び支障木伐採）
③ 二級河川赤井川における河川浚渫事業の推進（堆積土砂除去・支障木伐採）
【小樽開発建設部関係】
① 道路整備に必要な道路予算の確保
② 国道393号の防雪対策、交通安全対策の推進
③ 国道393号の道路交通を確保する維持管理の強化
④ 国道393号「望洋道路」の調査促進
【鉄道運輸機構】
①新幹線の見える展望台の建設 ＊他の機関の要望状況は、村ホームページに掲載しております。

名　称 改正前手数料 改正後手数料
営業証明手数料 400円 500円
納税証明手数料 300円 400円
印鑑登録証明書交付手数料 300円 400円
印鑑登録証再交付手数料 300円 400円
身分証明手数料 400円 500円
死亡埋火葬証明手数料 200円 400円
土地台帳の閲覧手数料 100円 200円
家屋台帳の閲覧手数料 100円 200円
その他の公簿図書の閲覧手数料 100円 200円
住民票の写しの交付手数料 200円 300円
戸籍の附票の写しの交付手数料 200円 300円
住民票に関する諸証明の交付手数料 200円 300円
住民基本台帳の閲覧手数料 200円 300円
広域交付住民票の写しの交付手数料 200円 300円
※お問い合わせ【担当　住民課　0135-48-6278】

名　称 改正前手数料 改正後手数料
地籍図根三角点成果簿の閲覧手数料 1,000円 1,500円
※お問い合わせ【担当　産業課　0135-48-6276】

各種手数料の見直しについて
　赤井川村では、各種手数料の見直しを行い、令和６年４月１日から下記表のとおり手数料の値上げ
をすることになりましたので、お知らせいたします。

【お知らせ】



4 広報あかいがわ　2024.3.1

耳

の

日

　

３
月
３
日
と
言
え
ば
雛
祭
り

が
有
名
で
す
が
、『
耳
の
日
』

で
も
あ
り
ま
す
。
難
聴
と
言
語

障
害
を
も
つ
人
び
と
の
悩
み
を

少
し
で
も
解
決
し
た
い
と
い
う
、

社
会
福
祉
へ
の
願
い
か
ら
始
め

ら
れ
、
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会

に
よ
り
１
９
５
６
（
昭
和
31
）

年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
耳
は
、
外

界
の
音
の
刺
激
か
ら
危
険
を
察

知
し
、ま
た
言
語
を
習
得
し
て
他

者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
た
め
の
重
要
な
器
官
で
す
。

聴
力
の
低
下
は
、
自
分
で
は
気

が
付
き
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
次
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

で
簡
単
に
聞
こ
え
の
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 〈
当
て
は
ま
る
項
目
に
チ
ェ
ッ

ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
〉

□ 

会
話
を
し
て
い
る
時
に
聞
き

返
す
こ
と
が
よ
く
あ
る

□ 

後
ろ
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
る

と
気
が
付
か
な
い
こ
と
が
あ

る
□
聞
き
間
違
い
が
多
い

□ 

見
え
な
い
所
か
ら
の
車
の
接

近
に
ま
っ
た
く
気
が
付
か
な

い
こ
と
が
あ
る

□ 

話
し
声
が
大
き
い
と
言
わ
れ

る
□ 

集
会
や
会
議
な
ど
数
人
の
会

話
で
上
手
く
聞
き
取
れ
な
い

□ 

電
子
レ
ン
ジ
の
「
チ
ン
」
と

い
う
音
や
ド
ア
の
チ
ャ
イ
ム

の
音
が
聞
こ
え
に
く
い

□ 

相
手
の
言
っ
た
こ
と
を
推
測

で
判
断
す
る
こ
と
が
あ
る

□ 

騒
音
の
多
い
職
場
や
大
き
く

う
る
さ
い
音
の
す
る
場
所
で

過
ご
す
こ
と
が
多
い

□ 

家
族
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

音
量
が
大
き
い
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
よ
く
あ
る

 〈
チ
ェ
ッ
ク

の
数
は
い
く
つ

あ
り
ま
し
た
か
？
〉

 
０
〜
２
個
：
問
題
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
定
期
的
に

健
診
な
ど
で
耳
の
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

 
３
〜
４
個
：
一
度
、
耳
鼻
科

の
専
門
医
に
相
談
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 
５
個
以
上
：
で
き
る
だ
け
早

く
耳
鼻
科
を
受
診
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
子
ど
も
の
難
聴
〉

　

生
ま
れ
つ
き
難
聴
を
持
っ
て

い
る
状
態
を
先
天
性
難
聴
と
言

い
、
新
生
児
の
１
０
０
０
人
に

１
人
の
確
率
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
出
生
後
間
も
な
い
赤
ち
ゃ

ん
に
実
施
す
る
新
生
児
聴
覚
検

査
は
全
額
公
費
負
担
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
交
付

さ
れ
る
「
新
生
児
聴
覚
検
査
受

診
票
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

生
ま
れ
つ
き
の
場
合
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
後
の
病
気
な
ど

が
原
因
で
起
こ
る
難
聴
を
後
天

性
難
聴
と
言
い
ま
す
。
子
ど
も

は
年
齢
が
小
さ
い
程
、
耳
が

聞
こ
え
な
い
と
自
分
で
訴
え
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
、
保
護
者

や
周
囲
の
方
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
呼
び

か
け
や
テ
レ
ビ
の
音
な
ど
に
反

応
し
な
い
、
月
齢
の
割
に
こ
と

ば
が
極
端
に
遅
れ
て
い
る
な
ど
、

子
ど
も
の
様
子
で
気
に
な
る
こ

と
が
あ
る
場
合
は
す
ぐ
に
耳
鼻

咽
喉
科
を
受
診
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

余
市
町
に
あ
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
し
り

べ
し
は
、
障
が
い
や
病
気
、
ひ

き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
を

対
象
に
、
創
作
活
動
や
余
暇
活

動
、
仲
間
づ
く
り
や
地
域
交
流

な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
回
復

の
た
め
の
第
一
歩
を
応
援
し
て

お
り
、
赤
井
川
村
在
住
の
方
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

今
月
、
今
年
度
第
６
回
目
の

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

（
共
生
型
地
域
交
流
サ
ロ
ン
）

を
下
記
の
日
時
で
開
催
し
ま
す
。

　

気
持
ち
を
共
有
で
き
る
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
方
、
居
場

所
で
色
々
な
人
た
ち
と
交
流
し

た
い
方
、
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ

し
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
こ
の

機
会
に
少
し
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

令
和
６
年
３
月
14
日
（
木
）

　

 

午
後
１
時
15
分
〜
午
後
３
時
15
分

※
出
入
り
自
由
で
す
。

■
場
所

　

 

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

悠
楽
室　

■
参
加
費

　

無
料

■
参
加
対
象

　

 

障
が
い
や
病
気
、
ひ
き
こ
も

り
、
不
登
校
な
ど
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
て
い
る
方
と
そ
の

家
族
、
ま
た
は
、
村
民
同
士

で
気
軽
に
集
ま
り
交
流
し
た

い
地
域
住
民
の
方

■
内
容

　

 

自
己
紹
介
・
リ
カ
バ
リ
ー
し

り
べ
し
の
紹
介
、
お
し
ゃ
べ

り
な
ど

※ 

申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日

会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

○
赤
井
川
村
役
場

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

○ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
り
べ
し
圏
域

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し

　

℡
２
３

－

７
３
６
０

　

 

余
市
町
黒
川
町
10
丁
目
1
番
地
26

積雪の多い２月が過ぎ、少しずつ寒さも和らいで
きますが、まだまだ暖房器具が欠かせません。
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健康支援センターだより

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
平
成
26
年
か
ら
、
65
歳
の
方

を
対
象
に
定
期
接
種
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
方

が
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85

歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳

の
方
ま
で
対
象
を
広
げ
る
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
経
過
措
置
は
令
和
６
年
３
月

31
日
で
終
了
と
な
り
ま
す
。
令

和
５
年
度
に
65
歳
・
70
歳
・
75

歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95

歳
・
１
０
０
歳
に
な
る
方
は
、

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
接

種
す
る
場
合
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
は
早
め
の
接

種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

65
歳
の
方
、
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
方
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
等
の
障
が
い
が
あ
る
方
の
初

回
接
種
の
み
が
定
期
接
種
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
全

額
公
費
負
担
に
よ
る
接
種
は
、

初
回
接
種
、
秋
冬
接
種
と
も
に

令
和
６
年
３
月
31
日
で
終
了
し

ま
す
。
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
早
め
に
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
を
お
取
り
く

だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
４
月
以
降
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
予
防
接

種
法
上
、
現
在
の
「
特
例
臨
時

接
種
」
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
様
の
「
Ｂ
類
疾
病

の
定
期
接
種
」
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
接
種
は
原
則
有
料
と

な
り
ま
す
（
接
種
を
受
け
る
努

力
義
務
や
自
治
体
か
ら
の
接
種

勧
奨
の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。）。

定
期
接
種
の
対
象
者
は
①
65
歳

以
上
の
方
②
60
〜
65
歳
未
満
の

者
で
あ
っ
て
、
心
臓
、
腎
臓
ま

た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の

身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の

機
能
に
障
害
が
あ
り
日
常
生
活

が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方
で
す
。

対
象
者
以
外
の
方
は
任
意
接
種

と
し
て
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
接
種
の
時
期
は
秋

冬
に
な
る
予
定
で
す
。
自
己
負

担
金
額
や
接
種
に
使
用
す
る
ワ

ク
チ
ン
は
未
定
で
す
。

温
泉
無
料
送
迎
バ
ス
の

運
行
終
了
の
お
知
ら
せ

　

長
年
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
温
泉
無
料
送
迎
バ
ス

に
つ
き
ま
し
て
、
3
月
28
日
を

も
っ
て
運
行
が
終
了
と
な
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
お
出
か
け
の
際
の
移
動

手
段
に
お
困
り
の
場
合
は
、
赤

井
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
し
て
い
る
「
お
出
か
け
ア
シ

ス
ト
サ
ー
ビ
ス
」
の
ご
利
用
を

検
討
願
い
ま
す
。（
お
問
い
合

わ
せ
先
０
１
３
５

－

３
４

－

６
０
６
８
）

 

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

■
日
時

　

３
月
21
日
（
木
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

 

余
市
町
中
央
公
民
館
２
０
３

号
室
（
余
市
町
大
町
４
丁
目

１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

　国民年金に関する相談は、最寄りの年金事務所までお願いします。（赤井川村は小樽年金事務所の管轄となり
ます。）

担当課 主な業務内容 電話番号

お客様相談室  年金給付に関する相談・請求・諸変更届出など 0134-33-5026（代表）
※ 自動音声案内となり
ます。国 民 年 金 課  国民年金の諸届出・相談など

年金だより

自
動
車
税
種
別
割
の

住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月

１
日
現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て

課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で

変
更
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登

録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・ 

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

 

（
変
更
登
録
）

・ 

自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

 

（
移
転
登
録
）

・ 

自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ

た
と
き 

（
抹
消
登
録
）

　

令
和
６
年
度
の
自
動
車
税
種

別
割
納
税
通
知
書
を
確
実
に
お

届
け
す
る
た
め
に
、
３
月
中
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い

と
き
は
…

　

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
自

動
車
税
種
別
割
住
所
変
更
手

続
」
か
ら
納
税
通
知
書
の
送
付

先
の
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

北
海
道 

自
動
車
税 

住
所
変
更

で
検
索

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

札
幌
道
税
事
務
所

　

自
動
車
税
部

　

℡
０
１
１

－

７
４
６

－

１
１
９
０
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地
震
が
起
き
た
際
に

取
る
べ
き
行
動
は
！

　

令
和
６
年
１
月
１
日
、
石
川

県
で
最
大
震
度
7
の
地
震
が
発

生
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
て

い
ま
す
。
地
震
は
突
然
起
こ
り

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
状
況
・
場

所
で
も
最
善
な
判
断
が
出
来
る

よ
う
、「
取
る
べ
き
行
動
」
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
家
に
い
る
時
は

・ 
頑
丈
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下

に
も
ぐ
る
な
ど
、
身
の
安
全

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・ 

揺
れ
が
収
ま
っ
た
時
、
ま
た

は
小
さ
い
揺
れ
で
安
全
が
確

保
で
き
る
場
合
は
、
ガ
ス
器

具
や
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
す
ぐ

に
消
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

玄
関
や
窓
を
開
け
、
い
つ
で

も
避
難
で
き
る
出
口
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

　

※ 

地
震
の
影
響
で
家
や
地
盤

が
歪
み
、
窓
や
扉
が
開
か

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

・ 

停
電
に
な
っ
た
場
合
は
、
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て
か
ら

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

※ 

地
震
の
影
響
に
よ
り
停
電

か
ら
電
気
が
復
旧
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
発
生
す
る

「
通
電
火
災
」
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

〇
火
災
に
至
る
経
緯
は
・・・

・ 

停
電
前
に
使
用
し
て
い
た
電

気
ス
ト
ー
ブ
等
の
電
気
機
器

の
電
源
が
入
っ
た
ま
ま
再
通

電
し
た
こ
と
に
よ
り
、
接
し

て
い
た
可
燃
物
よ
り
出
火
。

・ 

電
線
・
屋
内
配
線
が
損
傷
し

た
状
態
で
通
電
し
、短
絡（
シ

ョ
ー
ト
）
や
漏
電
に
よ
っ
て

出
火
。

◎
外
出
し
て
い
る
時
は

・ 

窓
ガ
ラ
ス
や
看
板
な
ど
の
落

下
物
に
注
意
し
て
、
バ
ッ
グ

な
ど
で
頭
を
守
り
、
安
全
な

場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
自
動
販
売
機
、

電
線
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

余
市
警
察
署
だ
よ
り

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
全
席
着
用

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
し
て
さ
え
い
れ
ば

助
か
っ
た
命
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
中
の
北
海
道
に

お
け
る
交
通
事
故
死
者
数
は

１
３
１
人
で
し
た
が
、
こ
の
う

ち
15
人
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
い
れ
ば
、
生
存
可
能
性

が
あ
り
ま
し
た
。

　

過
去
５
年
間
の
累
計
で
は
、

86
人
に
生
存
可
能
性
が
あ
り
ま

し
た
。

（
生
存
可
能
性
が
あ
る
と
は
、

当
事
車
両
の
破
損
状
況
な
ど
か

ら
、
生
存
空
間
が
認
め
ら
れ
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い

た
な
ら
ば
、
生
存
し
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
こ
と
）

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
全
席
で
着
用
し
て

命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

雪
下
ろ
し
時
の
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
！

　

余
市
警
察
署
管
内
で
、
屋
根

の
雪
下
ろ
し
中
に
屋
根
か
ら
転

落
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

○ 

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
、
複
数

人
で
行
う
と
共
に
命
綱
を
装

着
す
る
な
ど
し
て
安
全
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

融
雪
期
は
屋
根
か
ら
の
氷
雪

落
下
に
よ
る
事
故
の
発
生
も

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

 　

危
険
な
の
で
軒
下
に
近
付

か
な
い
よ
う
し
ま
し
ょ
う
。

　

 　

ま
た
、
建
物
の
管
理
者
は
、

看
板
や
ロ
ー
プ
な
ど
で
歩
行

者
に
注
意
を
う
な
が
し
ま
し

ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

危
険
性
に
つ
い
て

　

子
供
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、
犯
罪
被
害
に
遭
う

事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

家
庭
で
ル
ー
ル
づ
く
り
や
情

報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
年
齢

に
応
じ
て
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
の

許
可
や
制
限
が
で
き
ま
す
。

　

子
供
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
わ
せ
る
場
合
は
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
設
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
３
月
８
日（
金
）
午
後
３
時
30
分

　
３
月
22
日（
金
）
午
後
２
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　
３
月
22
日（
金
）
午
後
１
時

■
違
反
講
習
・
初
回
講
習

 

（
２
時
間
）

　
３
月
８
日（
金
）
午
後
１
時

※ 

会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

民
館
で
す
。

※ 

該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※ 

「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033
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INFO
RMA

TION

INFO
RMA

TIONお知らせ
伝言板

　

左
記
の
と
お
り
、
令
和
６
年
の
区
会
長
・
農
事
組
合
長
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

１
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

計
常

　
盤

落
　
合

二
　
都

一
　
都

曲
　
川

旭
　
丘

二
池
田

一
池
田

富
　
田

共
　
栄

二
町
内

一
町
内

母
　
沢

中
　
央

日
ノ
出

区
　
会

15
　
名

塚
原

　
美
幸

小
山

　
　
真

木
村

　
岩
雄

吉
川

　
幸
男

濱
田

　
一
志

濱
田

　
敏
朗

川
原

　
浩
己

岡
　
　
和
美

有
田
　
一
男

原
口
一
和
夫

大
西
　
敏
典

羽
根
あ
ゆ
み

宮
﨑
　
直
胤

佐
々
木
和
之

松
澤
　
貞
夫

区

会

長

11
　
名

山
口

　
芳
之

佐
々
木
秀
樹

野
田

　
　
満

石
川

　
隼
人

新
見

　
　
武

大
西

　
勇
輝

佐
藤

　
　
浩

新
見
　
孝
男

板
東
　
　
久

松
澤
　
　
彰

長
井
　
伸
行

農
事
組
合
長

令
和
６
年
区
会
長
・
農
事
組
合
長
が
決
ま
り
ま
し
た

農
業
委
員
会
総
会 

第
７
回

■
開
催
月
日
／
１
月
29
日

◆
会
議
案
件

◇ 

農
地
法
第
３
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
る
許
可
申
請
に
つ
い

て
◇ 
農
地
台
帳
の
定
期
的
な
点
検

等
の
実
施
に
つ
い
て

お

知

ら

せ

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

◇
受
付
件
数 

売
買
希
望 

10
件

買
受
希
望 

２
件

 

（
令
和
６
年
２
月
14
日
現
在
）

箱
わ
な
の
貸
出
に
つ
い
て

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
状
況
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
（
令
和
５
年
度

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
に

よ
る
赤
井
川
村
の
被
害
額
：
約

１
３
０
０
万
円
）。
村
役
場
で

は
小
動
物
捕
獲
用
の
箱
わ
な
41

台（
大
型
：
19
台
、中
型
：
22
台
）

を
所
有
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
に
は
順
次
貸
出
し
ま
す

の
で
、
村
役
場
産
業
課
農
政
係

（
☎
４
８

－

６
２
７
６
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
先

着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
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お知らせ伝言板

　

村
民
の
皆
様
の
声
を
着
実
に

む
ら
づ
く
り
へ
反
映
さ
せ
る
た

め
、
昨
年
11
月
に
区
会
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
懇
談
会
の

中
で
の
主
な
質
疑
・
要
望
事
項

へ
の
回
答
を
先
月
号
及
び
今
月

号
広
報
に
て
ご
紹
介
し
ま
す
。区会懇談会の様子

【
産
業
課
所
管
】

〇 

高
速
道
路
が
完
成
し
た
ら

３
９
３
号
の
交
通
量
は
１
／

３
程
度
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
道
の
駅
な
ど
は
ど
う
な

る
の
か

↓ 

現
在
の
よ
う
な
賑
わ
い
が
維

持
で
き
る
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
全
て
の
利
用
者
が
高
速

道
を
利
用
す
る
わ
け
で
は
な

い
し
、
周
囲
に
も
観
光
ス
ポ

ッ
ト
は
あ
る
の
で
、
周
遊
観

光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

〇 

施
設
栽
培
の
自
動
か
ん
水
導

入
に
対
す
る
助
成
に
感
謝
し

て
い
る
。
収
量
に
も
効
果
が

見
ら
れ
経
営
の
先
も
見
え
た
。

今
後
も
予
算
検
討
を
い
た
だ

き
た
い
。

↓ 

施
策
効
果
を
実
感
い
た
だ
き
、

取
り
組
ん
で
よ
か
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

〇 
特
定
技
能
の
受
入
に
も
効
果

を
感
じ
、
今
後
も
継
続
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
が
、
住
居

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

↓ 

昨
年
度
整
備
し
た
新
規
就
農

促
進
施
設
、
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い

教
員
住
宅
を
活
用
し
な
が
ら

対
応
し
、
今
後
の
需
要
動

向
を
見
極
め
た
い
。
住
宅
が

必
要
と
な
れ
ば
、
村
有
住
宅

の
利
用
に
つ
い
て
、
産
業
課
、

建
設
課
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

〇 

肥
料
高
騰
に
対
す
る
支
援
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
？

↓ 

令
和
5
年
度
の
国
の
事
業
と

し
て
7
割
の
助
成
が
あ
る
の

で
、
村
は
そ
の
支
援
策
に
20

％
を
上
乗
せ
す
る
形
で
支
援

を
行
い
、
12
月
に
は
補
助
金

の
交
付
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

〇 

温
泉
の
新
た
な
掘
削
が
行
わ

れ
た
が
、
既
に
新
し
い
源
泉

に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
の

か
？

↓ 

令
和
6
年
2
月
下
旬
に
新
し

い
源
泉
に
切
り
替
わ
る
予
定

で
す
。

〇 

今
年
の
新
た
な
農
村
フ
ェ
ス

は
、
赤
井
川
村
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど

の
協
力
も
あ
り
村
一
丸
と
な

っ
た
取
り
組
み
だ
と
感
じ
て

い
る
。
花
火
も
住
民
の
喜
ぶ

声
を
耳
に
し
た
。

↓ 

実
行
委
員
会
形
式
で
開
催
し

て
い
る
が
、
次
年
度
に
向
け

て
の
反
省
点
な
ど
も
協
議
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。
今
後
の

反
省
も
含
め
次
年
度
も
進
め

た
い
。
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら

も
楽
し
か
っ
た
と
の
評
価
の

声
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

〇 

赤
井
川
温
泉
の
歩
道
沿
い
の

桜
の
木
が
枯
れ
て
傾
い
て
い

る
。
早
く
処
理
し
て
も
ら
い

た
い
。

↓ 
新
年
度
予
算
に
て
対
応
し
ま

す
。

〇 
人
口
１
１
０
０
人
の
内
、

１
５
０
人
が
外
国
人
で
率
に

す
る
と
13
％
で
全
道
一
で
は

な
い
か
。
村
内
に
住
む
と
こ

ろ
は
あ
る
の
か
。

↓ 

倶
知
安
町
が
22
％
で
一
番
で

す
。
赤
井
川
村
は
５
番
目
で

す
。
夏
の
新
聞
に
載
っ
た
結

果
な
の
で
、
冬
に
な
る
と
赤

井
川
村
も
20
％
は
超
え
、
も

し
か
し
た
ら
全
道
一
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昔
の
ホ

テ
ル
ピ
ア
ノ
が
改
修
さ
れ
、

今
年
か
ら
フ
ル
オ
ー
プ
ン
に

な
る
と
６
０
０
人
の
外
国
人

ス
タ
ッ
フ
が
働
く
こ
と
に
な

り
、
２
５
０
人
か
ら
３
０
０

人
は
住
民
登
録
上
も
増
え
る

と
想
定
し
て
い
ま
す
。
住
居

は
、
村
内
で
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

的
な
利
用
も
含
め
て
確
保
し

て
お
り
、
幹
部
は
ホ
テ
ル
に

住
ん
で
い
る
し
、
小
樽
か
ら

も
通
勤
し
て
い
る
。
余
市
に

も
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
２
棟
く

ら
い
借
り
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

【
建
設
課
所
管
】

〇 

景
観
条
例
を
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
村
づ
く
り
に
活
用
す
べ

き
↓ 

景
観
条
例
・
景
観
計
画
の
制

定
、
策
定
は
こ
れ
か
ら
の
た

め
、
村
づ
く
り
の
Ｐ
Ｒ
に
活

用
で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

〇 

数
年
前
に
池
田
川
が
氾
濫
し

た
と
き
は
、
1
年
間
農
作
物

の
作
付
が
で
き
な
か
っ
た
。

早
期
の
河
川
整
備
を
お
願
い

し
た
い
。

↓ 

災
害
防
止
の
観
点
で
、
河
川

整
備
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

〇 

村
道
に
停
止
看
板
及
び
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。

↓ 
停
止
看
板
の
設
置
は
公
安
委

員
会
案
件
で
あ
り
、
設
置
に

関
し
て
は
な
か
な
か
進
ま
な

い
。
カ
ー
ブ
等
の
看
板
は
村

で
設
置
出
来
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

〇 

村
営
住
宅
に
つ
い
て
、
新
し

い
住
宅
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
低
所
得

者
向
け
で
、
結
果
お
年
寄
り

の
一
人
暮
ら
し
が
多
い
。
小

規
模
の
住
宅
を
作
っ
て
は
い

か
が
か
？

↓ 

補
助
金
を
最
大
限
活
用
す
る

た
め
に
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
な
っ
た
。

小
規
模
住
宅
で
は
補
助
率
が

良
く
な
い
と
い
う
点
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

夏
の
農
作
業
従
事
者
の
住
宅

問
題
と
し
て
使
う
需
要
が
あ

れ
ば
、
２
棟
リ
フ
ォ
ー
ム
を

考
え
る
。
次
に
新
設
す
る
時

は
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
無
い
と
お

も
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
財
政

を
安
定
化
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

〇 

高
速
道
路
の
開
通
が
要
因
な

の
か
、
休
日
な
ど
の
市
街
地

交
通
量
は
増
え
て
い
る
。
道

道
除
雪
に
関
し
て
、
村
道
・

道
道
の
交
点
に
つ
い
て
安
全

配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

↓ 

村
か
ら
も
北
海
道
へ
要
請
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
】

〇 

小
学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、

新
設
か
否
か
ど
の
よ
う
な
考

え
な
の
か
。

↓ 

適
正
配
置
検
討
委
員
会
で
は
、

保
育
所
、
中
学
校
が
近
く
、

施
設
規
模
、
学
級
数
を
考
え

区
会
懇
談
会
の
質
疑
・
要
望
事
項
へ
の
回
答
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INFORMATION

て
も
、
赤
井
川
小
学
校
へ
の

統
合
が
望
ま
し
い
と
の
考
え

で
現
在
話
が
進
ん
で
い
る
。

〇 

学
校
統
合
に
つ
い
て
赤
井
川

小
学
校
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
実
施
さ
れ
結
果
が
戻
っ
て

き
た
が
、
都
小
学
校
で
も
同

じ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施

さ
れ
て
い
る
の
か
。

↓ 

都
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
懇
談
会
を
何
度
か
開
催

し
て
い
る
。
赤
井
川
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
が
何

度
も
集
ま
る
の
は
難
し
い
と

の
こ
と
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
意
見
集
約
し
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

〇 

小
学
校
統
合
の
内
容
及
び
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て

↓ 

懇
談
会
前
段
で
話
し
を
し
た

内
容
（
適
正
配
置
検
討
委
員

会
の
設
置
及
び
経
過
）
の
中

で
は
、
都
小
学
校
は
複
式
基

準
学
校
の
た
め
、
合
併
し

た
際
は
規
模
が
小
さ
い
た
め
、

赤
井
川
小
学
校
へ
の
統
合
が

望
ま
し
い
と
い
う
意
見
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

〇 

統
合
の
話
し
が
な
く
な
る
こ

と
は
な
い
の
か
？

↓ 

中
学
校
統
合
の
際
は
、
色
々

調
整
等
が
難
航
し
た
経
過
が

あ
っ
て
、
今
件
に
つ
い
て
は

村
か
ら
率
先
し
て
進
め
る
こ

と
は
話
し
を
せ
ず
、
地
域
保

護
者
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば

と
い
う
形
を
と
り
進
め
て
い

ま
す
。

〇 

通
学
の
距
離
が
長
く
な
る
子

に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
・
学
童
保
育
を
考
え
て
い

る
の
か
？

↓ 

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
今
ま

で
通
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
以
上
に

配
慮
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

〇 

こ
の
地
域
か
ら
学
校
が
な
く

な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域

衰
退
が
起
こ
ら
な
い
対
策
等

も
含
め
た
検
討
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

↓ 

学
校
が
無
く
な
っ
た
後
の
こ

と
は
、
施
設
の
利
活
用
を
考

え
て
お
り
、
学
校
が
無
く
な

る
こ
と
・
施
設
の
利
活
用
を

同
時
に
進
め
る
と
、
ど
ち
ら

か
が
先
行
す
る
場
合
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
子
供
達
に
と

っ
て
の
考
え
を
第
一
に
考
え

て
進
め
て
い
き
ま
す
。
施
設

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
議
会

の
議
決
後
、
方
向
性
を
示
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇 

統
合
の
方
向
性
が
決
ま
っ
た

時
点
で
村
民
報
告
会
を
開
催

し
て
ほ
し
い
。

↓ 

報
告
す
る
機
会
を
設
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

〇 

小
中
一
貫
校
が
増
え
て
る
け

ど
、
赤
井
川
で
そ
う
い
う
話

は
無
い
の
で
す
か
？

↓ 

赤
井
川
村
で
は
、
校
舎
分
離

型
の
小
中
一
貫
校
を
目
標
と

し
て
進
め
て
お
り
、
統
合
が

決
定
し
た
ら
、
小
中
一
貫
校

と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

む
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

〇 

10
年
後
に
区
会
集
会
所
を
取

り
壊
す
予
定
で
す
が
、
開
墾

の
碑
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
教
育
委
員
会
で
保
存
を

す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の

か
？

↓ 

碑
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
神

社
等
へ
持
っ
て
行
く
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
区
会
内
の

年
配
者
等
の
意
見
も
聞
い
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　先週くらいまでお正月をひきずっていたのに、気がつくと２月です。歳を重ねるごとに時間の過ぎ
る速度が加速度的に速くなりますね。１日は長いのに１週間はあっという間です。昨年末くらいから
「おでかけアシストサービス」「通院送迎サービス」共に利用者数が増えてきて、毎日忙しく出動しております。少しず
つでも暮らしのサービスとして根付いていくように、ミシュランで星が付くような世界レベルの送迎を心がけています。
　さて、業務の内容に幅のある「地域おこし協力隊」なのですが、業務とは別に赤井川村特産品を札幌や本州に住む
家族、友人たちに積極的に送りつけて紹介しています。夏はトマトやメロンが好評でした。ここ最近の大ヒットは農
協婦人部の「お味噌」です。年末に健康支援センターの厨房で婦人部のみなさんが作られていて、私の職場にも毎日
お米と麹を蒸かすとてもいい香りがしていました。
　早速、買ってきてお味噌汁を作ってみたのですが、一度食べたら「本当に感動すると周囲に勧めたくなる」気持ちが
自然と心に沸き起こり、札幌に帰るたび、お土産として誰かに渡しています。もちろん、家では毎日赤井川の味噌で
味噌汁を作って食べています。美味しくて朝が待ち遠しいです。たまに寝坊してインスタントの味噌汁にすると、こん
なに薄い味だったかな、と感じます。
　そのようなわけで、最近は非公認赤井川味噌親善大使として休日も活動している加藤ですが、ひとつだけ問題が発
覚しました。お土産として渡す時に値札シールが剥がしづらいんです。いろいろ考えた結果、値札の上から「○○For 
You」みたいなリボン付きの金色シールを貼ることを思いつきました。自分でも「天才かよ、、」と思います。
　「MISO FOR YOU」シール、何処かに売っていないか探しています。見かけたら教えて下さい。

地域おこし協力隊　活動報告日誌
　No.10　地域おこし協力隊　加藤　崇規（かとう　たかのり）
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お知らせ伝言板

北
海
道
新
幹
線
の
現
況

鉄
道
・
運
輸
機
構　

倶
知
安
鉄

道
建
設
所

　

北
海
道
新
幹
線
（
新
函
館
北

斗
〜
札
幌
間
）
は
、
平
成
24
年

６
月
に
国
土
交
通
大
臣
よ
り
工

事
実
施
計
画
が
認
可
さ
れ
、
独

立
行
政
法
人
鉄
道
・
運
輸
機
構

が
建
設
主
体
と
し
て
建
設
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
赤
井

川
村
内
に
お
け
る
北
海
道
新
幹

線
の
状
況
（
令
和
６
年
２
月
現

在
）
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　

村
内
の
新
幹
線
ル
ー
ト
は
延

長
約
13
㎞
あ
り
、
そ
の
大
半
は

ト
ン
ネ
ル
で
す
。
倶
知
安
方
面

に
は
二
ツ
森
ト
ン
ネ
ル
（
全
長

約
13
㎞
の
う
ち
村
内
は
約
2.5

㎞
）、
小
樽
方
面
に
は
後
志
ト

ン
ネ
ル
（
全
長
約
18
㎞
の
う
ち

村
内
は
約
9.5
㎞
）
が
あ
り
、
そ

れ
ら
２
本
の
ト
ン
ネ
ル
を
結
ぶ

約
１
㎞
間
は
橋
り
ょ
う
・
高
架

橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
橋
り
ょ

う
・
高
架
橋
は
、「
道
の
駅
あ

か
い
が
わ
」
か
ら
南
東
方
向
に

３
０
０
ｍ
ほ
ど
の
位
置
に
あ
り
、

新
幹
線
ル
ー
ト
は
南
西
と
北
東

を
結
ぶ
よ
う
に
通
っ
て
い
ま
す
。

村
内
の
約
13
㎞
に
亘
る
ト
ン
ネ

ル
や
橋
り
ょ
う
・
高
架
橋
は
、

４
つ
の
工
事
（
工
区
）
に
分
け

て
建
設
を
進
め
て
お
り
、
現
在

の
進
捗
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■ 

二
ツ
森
ト
ン
ネ
ル
（
明
治
）

工
区

○ 

施
工
業
者　

鉄
建
・
ノ
バ
ッ

ク
・
生
駒
・
萌
州
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
（
以
下
、

Ｊ
Ｖ
と
い
う
。）

　

当
工
区
は
、
二
ツ
森
ト
ン
ネ

ル
の
本
坑
３
，
２
５
５
ｍ
を
赤

井
川
村
側
よ
り
掘
削
す
る
工
事

及
び
土
路
盤
47
ｍ
の
工
事
で
す
。

　

令
和
２
年
２
月
に
工
事
契
約

し
、
工
事
に
必
要
な
協
議
・
手

続
き
な
ど
を
進
め
、
令
和
４
年

５
月
に
ト
ン
ネ
ル
掘
削
を
開
始

し
ま
し
た
。
令
和
６
年
２
月
１

日
現
在
で
１
，
１
２
１
ｍ
（
34

％
）
の
掘
削
を
完
了
し
て
い
ま

す
。

■
明
治
高
架
橋
工
区

○ 

施
工
業
者　

東
亜
・
若
築
・

菅
原
Ｊ
Ｖ

　

当
工
区
は
、
二
ツ
森
ト
ン
ネ

ル
出
口
付
近
か
ら
後
志
ト
ン
ネ

ル
入
口
付
近
ま
で
の
９
７
６
ｍ

の
高
架
橋
工
事
で
す
。
途
中
、

白
井
川
、
余
市
川
及
び
国
道

３
９
３
号
（
２
箇
所
）
を
橋
り

ょ
う
で
跨
ぎ
ま
す
。

　

令
和
４
年
７
月
に
工
事
契
約

し
、
令
和
５
年
５
月
に
工
事
着

手
し
ま
し
た
。
橋
脚
や
高
架
橋

の
工
事
を
進
め
て
お
り
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
橋
脚
や
高
架
橋
の
柱

が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
の
を
国

道
沿
い
か
ら
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■ 

後
志
ト
ン
ネ
ル
（
落
合
）
工

区
○ 

施
工
業
者　

大
成
・
佐
藤
・

田
中
・
堀
松
Ｊ
Ｖ

　

当
工
区
は
、
工
事
用
の
斜
坑

１
４
１
ｍ
を
掘
削
後
、
新
小
樽

（
仮
称
）
駅
へ
通
ず
る
後
志
ト

ン
ネ
ル
の
本
坑
４
，
８
６
５
ｍ

を
掘
削
す
る
工
事
及
び
土
路
盤

57
ｍ
の
工
事
で
す
。

　

平
成
27
年
３
月
に
工
事
契
約

し
、
平
成
28
年
１
月
に
斜
坑
掘

削
を
、
平
成
28
年
４
月
に
本
坑

掘
削
を
開
始
し
ま
し
た
。
令
和

４
年
２
月
に
隣
接
す
る
北
上

沢
工
区
と
貫
通
、
後
志
ト
ン
ネ

ル
入
口
は
令
和
４
年
12
月
に
貫

通
し
、
掘
削
が
完
了
し
ま
し
た
。

国
道
か
ら
後
志
ト
ン
ネ
ル
入
口

を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
は
新
幹
線
の
レ
ー

ル
な
ど
軌
道
構
造
の
土
台
と
な

る
路
盤
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

施
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

後
志
ト
ン
ネ
ル
（
北
上
沢
）

工
区

○ 

施
工
業
者　

西
松
・
東
亜
・

中
山
・
萩
原
Ｊ
Ｖ

　

当
工
区
は
、
落
合
工
区
の
小

樽
側
に
隣
接
す
る
工
区
で
、
斜

坑
４
６
５
ｍ
を
掘
削
後
、
後
志

ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
４
，
６
０
０

ｍ
を
掘
削
す
る
工
事
で
す
。

　

平
成
27
年
10
月
に
工
事
契
約

し
、
平
成
28
年
７
月
に
斜
坑
掘

削
を
、
平
成
28
年
12
月
に
本
坑

掘
削
を
開
始
し
ま
し
た
。
令
和

４
年
１
月
に
掘
削
が
完
了
し
、

そ
の
後
、
路
盤
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
除
く
ト
ン
ネ
ル
工
事
が

完
了
し
、
令
和
５
年
８
月
に
す

べ
て
の
契
約
工
事
が
完
了
し
ま

し
た
。

■ 

後
志
ト
ン
ネ
ル
（
塩
谷
）
工

区
○ 

施
工
業
者　

戸
田
・
伊
藤
・

宮
永
・
鈴
木
東
建
Ｊ
Ｖ

　

当
工
区
は
、
北
上
沢
工
区

の
小
樽
側
に
隣
接
す
る
工
区

で
、
後
志
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
４
，

０
５
０
ｍ
を
掘
削
す
る
工
事
で

す
。

　

小
樽
市
塩
谷
地
区
か
ら
斜
坑

１
，
９
８
４
ｍ
を
掘
削
後
、
北

上
沢
工
区
に
向
け
て
本
坑
掘
削

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
掘
削

に
非
常
に
時
間
を
要
す
る
難
し

い
地
質
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
遅
れ
を
最
小
限

に
す
る
た
め
、
令
和
５
年
６
月

に
は
村
議
会
へ
の
説
明
を
行
い
、

赤
井
川
村
の
皆
様
の
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
令
和

５
年
10
月
よ
り
、
北
上
沢
工
区

の
ヤ
ー
ド
を
利
用
し
て
北
上
沢

工
区
側
か
ら
も
掘
削
を
開
始
し

ま
し
た
。
令
和
６
年
２
月
１
日

現
在
で
北
上
沢
工
区
か
ら
は
60

ｍ
の
掘
削
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
以
降
も
引
き
続

き
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
り
ょ
う
・

高
架
橋
な
ど
を
造
る
土
木
工
事

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

都
地
区
で
施
工
中
の
高
架
橋
に

隣
接
し
て
電
気
設
備
（
補
助
き

電
区
分
所
、信
号
通
信
機
器
室
）

の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
今

後
、
土
木
工
事
と
し
て
設
備
設

置
の
た
め
の
盛
土
造
成
工
事
も

行
う
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
新

幹
線
の
レ
ー
ル
を
敷
く
軌
道
工

事
や
電
気
設
備
工
事
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。
後
志
ト
ン
ネ
ル

（
落
合
）
工
区
の
工
事
開
始
以

降
、
工
事
用
車
両
の
往
来
な
ど
、

村
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
新
幹

線
工
事
の
完
成
に
向
け
て
、
引

き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

○ 

独
立
行
政
法
人
鉄
道
・
運
輸

機
構
北
海
道
新
幹
線
建
設
局

倶
知
安
鉄
道
建
設
所

　

℡
０
１
３
６

－

５
５

－

５
９
１
５

　

 

倶
知
安
鉄
道
建
設
所
赤
井
川

連
絡
所

　

℡
０
８
０

－

１
８
６
０

－

０
８
７
６

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

高齢者がいなくなったことに気づいたら
すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」
と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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INFORMATION

二ツ森トンネル（明治）工区
（発破掘削削孔状況）

後志トンネル（落合）工区
（防水工施工状況）

明治高架橋工区
（後志トンネル側から二ツ森トンネル方向を望む）

明治高架橋完成予想図
（左上は道の駅、右上は後志トンネル入口）
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇ 

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇ 

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇ 

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※ 

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※ 

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇ 

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

３
月
の
気
象
情
報

　

平
年
と
同
様
に
曇
り
や
雪
の

日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

◇
気
温

－

高
40
％
・

　

平
30
％
・
低
30
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・

　

平
40
％
・
低
30
％

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2024.1.16 0.047 くもり
1.19 0.040 はれ
1.23 0.040 はれ
1.26 0.036 くもり
1.30 0.038 雪
2.2 0.035 はれ
2.6 0.034 くもり
2.9 0.035 くもり
2.13 0.034 雪

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

国
税
専
門
官
募
集

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局

や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す

る
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
２
０
２
３
年
度
か
ら

国
税
専
門
官
採
用
試
験
に
新
試

験
区
分（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
試
験
区
分
（
理
工
・
デ
ジ

タ
ル
系
）
で
は
、
基
礎
数
学
、

情
報
数
学
・
情
報
工
学
、
物
理
、

化
学
等
が
試
験
科
目
に
設
定
さ

れ
て
お
り
、
幅
広
く
理
工
・
デ

ジ
タ
ル
系
の
方
が
受
験
し
や
す

い
試
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
文
系
の
方
は
「
国
税
専
門

Ａ
区
分
」、
理
工
・
デ
ジ
タ
ル

系
の
方
は「
国
税
専
門
Ｂ
区
分
」

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

お
っ
て
、
２
０
２
４
年
度
の

採
用
試
験
の
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
す
（
Ａ
区
分
・
Ｂ
区
分

共
通
）。

■
受
験
資
格

⑴ 

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

者
⑵ 

平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
者
で
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者
な
ど
別
に
定

め
る
者

■
申
込
受
付
期
間

　

 

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

 

２
月
22
日（
木
）午
前
９
時
〜

３
月
25
日（
月
）〔
受
信
有
効
〕

◇
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

 https://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

■
第
１
次
試
験

【
基
礎
能
力
試
験
、
専
門
試
験

（
多
肢
選
択
式
及
び
記
述
式
）】

　

５
月
26
日
（
日
）

■
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　

６
月
18
日
（
火
）
午
前
９
時

■
第
２
次
試
験

【
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査
】

　
 

６
月
24
日（
月
）〜
７
月
５
日

（
金
）の
う
ち
指
定
す
る
日

■
最
終
合
格
者
発
表
日

　

８
月
13
日
（
火
）

　

ご
不
明
な
点
は
、
札
幌
国
税

局
人
事
第
２
課
採
用
担
当
（
℡

０
１
１

－

２
３
１

－
５
０
１
１ 

内
線
２
３
１
５
）
又
は
最
寄
り

の
税
務
署
（
総
務
課
）
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

財
務
専
門
官
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、

財
政
・
金
融
等
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
財

務
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

１ 

．
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年

４
月
２
日
か
ら
２
０
０
３

（
平
成
15
）
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
者

２ 

．
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
次
に
掲
げ
る
も
の

　

(1) 
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

　

(2) 
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門

学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年

３
月
ま
で
に
短
期
大
学
又

は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

 

令
和
６
年
２
月
22
日
（
木
）

９
時
〜
３
月
25
日
（
月
）

　
【
受
信
有
効
】

■
受
験
申
込
方
法

　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
次
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
に
よ
り
申
し
込
み
下
さ

い
。

　

 https://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

■
第
１
次
試
験
日

　

令
和
６
年
５
月
26
日
（
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

 
財
務
省
北
海
道
財
務
局

　

人
事
課
人
事
係

　

℡
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

　
　
（
内
線
４
２
５
２
）
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INFORMATION

住
民
の
ま
ど

 〈
１
月
15
日
〜
２
月
14
日
届
出
〉

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会

新
見
佳
奈
子
さ
ん　

64
歳　

１
都

村
長
の
う
ご
き

 

〈
1
月
15
日
〜
２
月
14
日
〉

（
1
月
）

15
日
◇ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
庁
舎
視
察
／
大
樹

町
／
〜
16
日

17
日
◇ 

後
志
総
合
振
興
局
農
村

振
興
課
長
来
庁
／
字
赤

井
川

18
日
◇ 

区
会
長
会
議
／
字
赤
井

川

　
　

◇ 

原
子
力
安
全
対
策
担
当

局
長
・
担
当
課
長
来
庁

／
字
赤
井
川

　
　

◇ 

余
市
警
察
署
警
察
官
友

の
会
新
年
交
礼
会
／
余

市
町

19
日
◇ 

北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

理
広
域
連
合
会
議
／
小

樽
市

　
　

◇ 

赤
井
川
地
域
森
林
整
備

推
進
協
定
締
結
式
／
字

赤
井
川

20
日
◇ 

赤
井
川
建
設
協
会
新
年

交
礼
会
／
古
平
町

22
日
◇ 

民
生
委
員
協
議
会
新
年

懇
談
会
／
字
赤
井
川

25
日
◇ 

赤
井
川
村
議
会
臨
時
議

会
／
字
赤
井
川

　
　

◇ 

村
単
独
要
望
活
動
／
札

幌
市
・
小
樽
市
／
〜
26

日

26
日
◇ 

赤
井
川
商
工
会
新
年
交

礼
会
／
字
赤
井
川

30
日
◇ 

北
星
余
市
校
長
来
庁
／

字
赤
井
川

31
日
◇ 

北
海
道
応
援
セ
ミ
ナ
ー

／
札
幌
市

（
２
月
）

１
日
◇ 

北
海
道
経
済
産
業
局
打

ち
合
わ
せ
／
字
赤
井
川

　
　

◇ 
後
志
の
む
ら
連
絡
協
議

会
懇
談
会
／
倶
知
安
町

２
日
◇ 
国
有
林
野
有
志
連
絡
協

議
会
／
札
幌
市

６
日
◇ 

北
電
幹
部
来
庁
／
字
赤

井
川

７
日
◇ 

後
志
広
域
連
合
会
議
／

倶
知
安
町

８
日
◇ 

後
志
町
村
会
定
期
総
会

／
倶
知
安
町

　
　

◇ 

シ
ー
ニ
ッ
ク
ナ
イ
ト

２
０
２
４
／
字
都

９
日
◇ 

北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

理
広
域
連
合
議
会
定
例

会
／
小
樽
市

14
日
◇ 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
打
ち

合
わ
せ
／
字
赤
井
川

む
ら
の
日
誌（
１
月
）

９
日
◇ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度

化
・
理
解
促
進
事
業
打

ち
合
わ
せ

11
日
◇ 

地
方
創
生
推
進
事
業
打

ち
合
わ
せ

　
　

◇ 

道
営
土
地
改
良
事
業
打

ち
合
わ
せ

12
日
◇ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度

化
・
理
解
促
進
事
業
打

ち
合
わ
せ

15
日
◇ 

赤
井
川
立
学
校
年
間
行

事
策
定
調
整
会
議

　
　

◇ 

臨
時
教
育
委
員
会
会
議

16
日
◇ 

冬
期
エ
ゾ
シ
カ
一
斉
捕

獲
の
事
前
打
ち
合
わ
せ

18
日
◇ 

宿
泊
税
打
ち
合
わ
せ

　
　

◇
区
会
長
会
議

19
日
◇
教
頭
会
議

　
　

◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇ 

エ
ゾ
シ
カ
一
斉
捕
獲
の

事
前
打
ち
合
わ
せ

　
　

◇ 

赤
井
川
村
特
別
支
援
教

育
連
携
協
議
会

　
　

◇ 

後
志
農
業
普
及
セ
ン
タ

ー
北
後
志
支
所
活
動
報

告
会

　
　

◇ 

赤
井
川
地
域
森
林
整
備

推
進
協
定
調
印
式

　
　

◇ 
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度

化
・
理
解
促
進
事
業
打

ち
合
わ
せ

23
日
◇ 

水
利
施
設
整
備
事
業

（
基
幹
水
利
施
設
保
全

型
）
事
務
検
査

24
日
◇
地
方
創
生
推
進
事
業

29
日
◇
農
業
委
員
会
総
会

　
　

◇
職
員
研
修

　
　

◇ 

北
の
国
・
森
林
づ
く
り

技
術
交
流
会
事
前
打
ち

合
わ
せ

30
日
◇
教
育
委
員
会
会
議

31
日
◇ 

道
営
畑
地
か
ん
が
い
推

進
モ
デ
ル
ほ
場
設
置
事

業
打
ち
合
わ
せ

各
種
自
衛
官
等
募
集

　

自
衛
隊
で
は
、
18
歳
〜
32
歳

ま
で
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

車
両
、
船
、
飛
行
機
を
扱
う

仕
事
か
ら
事
務
や
調
理
な
ど
職

種
は
50
種
以
上
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
小
樽
地
域
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て

は
下
記
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

 （
小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

樽
石
ビ
ル
２
Ｆ
）

　
℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９６２ ４０１ １，３６３ ＋１０

男 ４９２ ２４７ ７３９ ＋８

女 ４７０ １５４ ６２４ ＋２

世帯数 ５０７ ３９２ ９０３ ＋９

※令和６年１月31日現在

■今月の表紙
　今月は２月10日に行われたあかいがわ
シーニックナイトからの一枚です。
　国道、道道を中心に村内のいろいろな
所でキャンドルが灯りました。
　灯されるキャンドルは、各家庭によりユ
ニークなものもあり、どの写真を表紙を使
うか迷いました。



広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■編集後記を書いている日の昼は12度、次の日の朝は－８度の予報
になっています。
ここまで寒暖差が激しいと体調を崩す人も多いのではないでしょ
うか？
また、２月で12度というのもあまり聞いたことが無いような気温で
す。温暖化の影響なのかはわかりませんが、異常気象が収まってく
れればいいなと常々思います。

【発行情報】広報あかいがわ2024年３月号（№706）
■編集・発行／赤井川村総務課企画地域振興係
　　〒046-0592　余市郡赤井川村字赤井川74番地２
　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

赤井川村写真館～赤井川の四季～

冬の花火
撮影：企画地域振興係　場所：字都　撮影日：2024年2月10日


